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概要 
Visual Analog Scale (VAS) の回答開始位置が, 回答 (今
月, 目標にしたい電気使用量 kWh) に与える影響を検
討した. VASの回答を左端 (0kWh) から始める左群, 中
央 (138kWh) から始める中央群, VAS を使用しない自
由回答群の 3 群で実験を実施した. それぞれの回答を
比較した結果, 中央群よりも左群の方が, 回答は有意
に左端に偏ることが明らかになった. また, 年齢や性
別の影響を考慮した重回帰分析の結果, 自由回答群よ
りも左群の方が, 回答は有意に左端に偏ることが確認
された. これらの結果は, VAS の回答開始位置が回答に
影響を与えることを示している.  
 
キーワード：Visual Analog Scale, アンカリング効果 
(Anchoring effect), 電気使用量 (Electricity consumption), 
ナッジ (Nudge) 

1. はじめに 

視覚的な評価スケールである Visual Analog Scale 
(VAS) は, 印象や気分 (Aitken, 1969), 痛み (Price et al., 
1983), ストレス (Alam et al., 2023) など, 多くの分野で, 
人の主観的な評価や感覚の定量化に利用されている 
(Hayes, & Patterson, 1921; Wewers & Lowe, 1990; Yeung & 
Wong, 2019). 図 1 のように, VAS は, 一直線のスケール

の両端に最小値と最大値を示す対極的なラベルを配置

して使用する. また, VAS は回答が容易で理解しやすく, 
細かく採点できるという特徴がある (Freyd, 1923).  

 

 
図 1 VAS の例. 図には左端に最小値「0」を, 右端

に最大値「100」を配置して示している.  
 
先行研究では, VAS の提示方法が回答に影響を与え

ることが確認されている. 例えば, VAS の両端にのみ「0」
や「100」を表示する場合よりも, 中間に「20」ごとに

「20」, 「40」, 「60」, 「80」といった段階的な値を

示す場合の方が, 回答のばらつきが少ない (García-
Pérez & Alcalá-Quintana, 2023). さらに, スケール上に細

かい点数を表示した場合, VAS を使用して回答した経

験が少ない実験参加者の回答は「10」や「15」といった

特定の数値に偏る傾向がある (Scott & Huskisson, 1976).  
VAS の回答開始位置は, 中央から開始する方法

(Frumin & Sobel, 2013) や, 左端から開始する方法 (von 
Mohr et al., 2021) などがある. 先行提示した数値情報に

後の数量判断が近づくアンカリング効果 (Tversky & 
Kahneman, 1974) によって, VAS の回答開始位置の違い

が, 回答に影響を与える可能性がある. 例えば, VAS の

左端に 0 という数字が記載されている状態で, VAS を

左端から開始する場合, 回答が 0 の値に近づくことが

予想される. しかし, 先行研究では, VAS の回答開始位

置が回答に与える影響は十分には検討されていない. 
そこで, 本研究では, VAS の回答を開始する位置が, ど
のように回答に影響するのかを検討する.  

2. 実験方法 

2.1. 実験参加者 
本実験は, 「目標にしたい 1 ヶ月の電気使用量 

(kWh) 」を調査対象に設定して実験を実施した. 通常

の VAS は, 0–100 の範囲で回答を記録することが多い. 
関東圏に住む一人暮らし世帯の平均電気使用量 (2007-
2019 年) は, 毎月約 138kWh となっているため, 100 
kWh 以上の値を回答する実験参加者もいることが予想

される. そこで, 本研究では, 平均138kWhをVASの真

ん中に設定し, 最小値を0kWh, 最大値を276kWh (平均

138kWh の 2 倍の値) に設定して実験を実施した. 図 1
の VAS では右端が理論上の最大値を表すが, 本実験に

おけるVASの右端はそのような最大値を意味していな

いことに注意されたし. また, 本実験では, VAS を左 
(0kWh) から開始する群 (VAS 左群)と, 中央 (138kWh) 
から開始する群 (VAS中央群) と, VASを使用せずに空

欄に数値を回答する群 (自由回答群) の 3 群を設定し, 
それらの回答を比較した. 実験参加者は, 3 群にランダ

ムに分けられた. 有意水準を Bonferroni 法により調整

し, 必要な実験参加者数を計算した結果, 1群に89名の

実験参加者 (d = 0.5, power = 80%, α = .017, two-sided 
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distribution, two groups, Wilcoxon–Mann–Whitney Test) が
必要であると分かった. 欠損値データの存在を考慮し

て, 必要な実験参加者数よりも集まるデータ数が多く

なるように, 実験参加者募集サービスである楽天イン

サイト (https://insight.rakuten.co.jp/) を使用して, 実験

参加者 357名を募集した (M = 53.46, SD = 12.24, 男性 
= 267, 女性 = 90). 一人暮らし以外の実験参加者の場合, 
実験参加者以外の居住者の電気使用量の影響によって, 
実験参加者自身が使用する電気使用量を正確に把握で

きない. そのため, 本研究は, 関東圏 (茨城県, 栃木県, 
群馬県, 埼玉県, 千葉県, 東京都, 神奈川県の 1都 6県) 
で一人暮らし世帯のみを対象にして, 実験を実施した.  
2.2. 実験刺激と実験手続き 
未回答, 回答したくないと答えた 29 データは, 分析

から除外した. 上記のデータを除外した後の実験参加

者数は, VAS 左群 (n = 108, M = 52.06, SD = 12.83, 男性 
= 79, 女性 = 29), VAS 中央群 (n = 112, M = 54.57, SD = 
11.61, 男性 = 87, 女性 = 25) と, 自由回答群 (n = 108, 
M = 53.36, SD = 12.17, 男性 = 84, 女性 = 24) の合計328
名であった. また, 実験で使用したVAS を図 2 に示す.  

 
図 2 実験で使用したVAS. 上側はVAS 左群, 右側は

VAS 中央群で使用した VAS を示している. 
 
実験刺激は , Web 実験用ソフトである Qualtrics 

(https://www.qualtrics.com/jp/) を使用して提示した. 一
般的に, 生活者は電気使用量について詳しくない場合

が多いため, 全ての群で, 電気使用量の目安を以下の

ように記載した. 「コロナ禍で家庭の電気使用量が増え

る前 (2007-2019 年) の場合, 関東圏に住む一人暮らし

世帯の平均電気使用量は, 毎月約 138kWh です.」, 「電

子レンジを 600W で 2 分間使用した場合, 消費電気は

0.02kWh になります (0.6kW*2/60).」, 「LED 電球を 5W
で 4時間使用した場合, 消費電気は 0.02kWh になりま

す (0.005kW*4)」. また, 「今月 (11 月) の電気使用量 
(kWh) について, あなたは何 kWh の電気使用量を目標

にしたいですか？」 という質問を提示し, それぞれの

群に対応する方法で, 参加者は値を回答した. VAS は, 
1kWh 単位で選択できるようにした (最小 0kWh, 最大

276kWh).  

3. 結果 

「今月 (11 月) の電気使用量 (kWh) について, あな

たは何kWhの電気使用量を目標にしたいですか？」 と
いう質問の回答に対して , 各群で Wilcoxon-Mann-
Whitney Test を実施した. その際に, Holm 法で, 有意水

準を調整した. 実験の結果を図 3 に示す. その結果, 
VAS 左群 (Median = 120, IQR = 99.75–141.25, MeanRank 
= 97.37) と VAS 中央群 (Median = 138, IQR = 114.5–
160.25, MeanRank = 123.16) との間に有意な差が見られ

た (z = 3.01, p = 0.01, r = 0.2). 一方, VAS 左群 (Median = 
120, IQR = 99.75–141.25, MeanRank = 99.54) と自由回答

群 (Median = 130, IQR = 100–150, MeanRank = 117.46) と
の間 (z = 2.21, p = 0.07, r = 0.14), VAS 中央群 (Median = 
138, IQR = 114.5–160.25, MeanRank = 114.53) と自由回答

群 (Median = 130, IQR = 100–150, MeanRank = 106.32) と
の間に有意な差は見られなかった (z = 0.96, p = 0.34, r = 
0.06). 

 

 
図 3 実験の結果. x 軸は, 各群を示している. y 軸

は, 目標にする電気使用量 (kWh) を示している. 
** p < .01, ns p > .05 
 
実験参加者の年齢, 性別の影響を考慮して, 群の違

いが回答に与える影響を分析するために重回帰分析を

実施した. 「目標にする電気使用量 (kWh)」を従属変数, 
「各群」, 「年齢」, 「性別」を独立変数に設定して, モ
デルを作成した. モデルの分析の結果を表 1 に示す (F 
[4, 323] = 6.94, SD = 57.15, p < .001, R-squared = 0.08). 基
準となる自由回答群と比較して, 左群は有意に回答の
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値を減少させていたが, 中央群は有意な差が見られな

かった. さらに, 年齢の影響も有意に回答の値に影響

していたが, 性別の影響は統計的に有意ではなかった. 
  

表 1 重回帰分析の分析結果. 

4. 考察 

本研究では, VAS の回答を開始する位置が, どのよう

に回答に影響するのかを検討した. Wilcoxon-Mann-
Whitney Test を用いて群間の回答を比較した結果, VAS
の回答を中央から開始するよりも, 左 (0kWh) から開

始した方が, 回答 (目標にする電気使用量 kWh) が有

意に左端に近づくことが明らかになった. さらに, 重
回帰分析の結果, 自由回答群の回答よりも, 左群の回

答の方が, 有意に左端に近づいた. 一方, Wilcoxon-
Mann-Whitney Test と重回帰分析の両方で, 中央群と自

由回答群の回答には, 有意な差は見られなかった. こ
れらの結果から, VAS を使用して回答させる場合, 中央

から回答を開始させた方が, よりバイアスの少ない回

答になることが予想できる.  
本研究の結果から, VAS の回答開始位置の違いによ

って, 目標としたい電気使用量が異なることが明らか

になった. VAS の回答開始位置の違いが目標としたい

電気使用量に影響を与え, 自分自身で設定した目標を

達成しようとすることで, 節電行動にも影響を及ぼす

可能性がある. 一方, 節電は家庭で実施可能な環境配

慮行動の代表であるが, 人は環境問題に対する関心を

示した場合でも, 実際に環境保護のための行動を取ら

ないことがある (ElHaffar et al., 2020). そのため, 今後

の研究では, 本研究の手法が, 実際の節電行動にも影

響するのかどうかを検討する必要がある. もし, 実際
に節電行動にも影響する場合, 節電行動を促すナッジ 
(Thaler & Sunstein, 2008) の手法としても, 本研究の手

法は有効になる可能性がある.  
現在, 発展途上国での急速な人口増加や経済発展に

伴い, エネルギー需要が増加している (Shahsavari & 
Akbari, 2018). また, エネルギーの最大消費セクターで

ある住宅や商業施設の建築需要は世界的に増加してお

り, エネルギー消費を抑制する必要性が高まっている 
(Allouhi et al., 2015). 日本では, 2022 年および 2023 年の

7 月, 8 月において, 電力需要が安定供給に必要な予備

率を上回ると予想されたため, 節電協力の呼びかけが

行われた (経済産業省資源エネルギー庁, 2023). さら

に, 国際社会全体が持続可能なエネルギー利用を目指

す中で, 電力消費の抑制はその一つの手段として不可

欠である (IPCC, 2023). しかし, 節電行動を促すために

電気料金を値上げすることについて, 需要家の反発が

大きいことや, 低所得者, 高齢者のような社会的弱者

の電気料金も一律に値上げすることが問題視されてい

る (Faruqui, 2010). 一方, 本研究で提案する手法は, 
VAS の回答開始位置を左端にすることで節電行動を促

すものであり, 電気料金の値上げを必要としないため, 
消費者の反発を抑える可能性がある. また, 電力の安

定供給や持続可能なエネルギー利用が必要とされる中

で, 本研究の手法は有効な解決策となる可能性がある. 
さらに, アンカリング効果は多くの対象で頑健であり

(Röseler et al., 2022), 効果は長い期間影響することが知

られている (Mussweiler, 2001). そのため, 今後の研究

では, 本研究の手法が, 実際の節電行動に長期間影響

するのかどうか, 需要家の反発が発生しにくいのかど

うかを検討していく必要がある.  
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